
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
機体前下方に設けたピックアップ装置（５）と、収集物をベールに圧縮成形する束ねコン
ベア（４）を備えるベール成形室（６）との間に搬送コンベア（７）を設け、該搬送コン
ベア（７）と束ねコンベア（４）の前端の折返部との間に形成する収集物取込口（９）の
上方より結束用トワイン（１９）をベール成形室（６）内へ供給して結束するロールベー
ラにおいて、束ねコンベア（４）前端の折返部（２）の上方空間部（Ａ）に機体上面（３
）に取着されるひもケース（１）を収納すると共に、その取付部前端または後端を支点に
他端を上方へ回動可能に構成し、前記折返部（２）付近の上方空間部（Ａ）における収集
物の停滞時、その押圧力でひもケース（１）を上方へ退避回動可能に構成したことを特徴
とするロールベーラ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、刈り取られて放置される牧草、排藁等の収集物を収集して、ロール状のベール
に梱包するロールベーラに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
このようなロールベーラは、実開平２－７０６４０号公報に記載されているように、ピッ
クアップ装置から搬送コンベアを介して、ベール成形室に地上散在物を取り込んで、束ね
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コンベアでロール状のベールを成形するようにしている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
このようなロールベーラでは、収集物を多量に取り込む場合に備えて、収集物取入口をあ
る程度広げる必要があり、切藁のような短く分離しやすい収集物の場合は、搬送コンベア
で搬送されてベール室内に取り込まれても、束ねコンベアで回転させられているうちに収
集物取込口からわき出して、この収集物取込口の前方に多く停滞し、結束時に収集物取込
口からベール成形室内へトワインを供給する際、停滞した収集物が障害となってベール成
形室内部へ入り込むのを妨げられることがあった。
また、長藁を取り込む場合にも、束ねコンベアの前端折り返し部に引かれて、ベール室か
らの藁のつれ出しが発生し、束ねコンベア上部へ藁が詰まってしまい、この詰まった藁を
取り除くのに時間がかかってしまうという問題があった。
本発明は、収集物が収集物取込口の前方および上方に多く停滞したことを作業者に早く知
らせると共に、詰まった藁を容易に取り除くことのできるロールベーラを提供することを
課題とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
機体前下方に設けたピックアップ装置５と、収集物をベールに圧縮成形する束ねコンベア
４を備えるベール成形室６との間に搬送コンベア７を設け、該搬送コンベア７と束ねコン
ベア４の前端の折返部との間に形成する収集物取込口９の上方より結束用トワイン１９を
ベール成形室６内へ供給して結束するロールベーラにおいて、束ねコンベア４前端の折返
部２の上方空間部Ａに機体上面３に取着されるひもケース１を収納すると共に、その取付
部前端または後端を支点に他端を上方へ回動可能に構成し、前記折返部２付近の上方空間
部Ａにおける収集物の停滞時、その押圧力でひもケース１を上方へ退避回動可能に構成す
る。
【０００５】
【発明の作用及び効果】
ピックアップ装置５で地上から拾い上げられた収集物は、搬送コンベア７上に載せて搬送
物押圧部材８で押さえられながらベール成形室６内へ送り込まれ、束ねコンベア４で回転
させられながら、ベールに圧縮成形されるのであるが、束ねコンベア４の前端には、折り
返し部２があるため、収集物が上方空間部Ａに巻き上げられて停滞する場合がある。少量
停滞することは、トワインの供給に対しての影響は少ないが、多量に停滞する場合には、
早目に詰まりを取り除くことが必要となる。本発明では、空間部Ａに停滞した収集物が、
その押圧力でひもケース１を押し上げて、収集物が停滞していることを作業者へ早く知ら
せることが可能である。
また、収集物が停滞している場所にあるひもケース１が、上方へ開放されるので、その部
分の掃除を簡単に行うことができる。トワインの供給に支障になるような多量の収集物が
停滞した時には、ひもケース１が開放されて、掃除時期の基準にもなる。
【０００６】
【発明の実施の形態】
本発明の実施例を図面に基づいて説明する。図１に示すようにクローラ１１からなる走行
装置１２を装備した走行機台１３の前下方に設けたピックアップ装置６に続けて、搬送コ
ンベア７を設ける。走行機台１３上に搭載した固定機枠１４と可動機枠１４ａの内部に、
搬送コンベア７の後方部分と束ねコンベア４からなる円筒状のベール成形室６を設ける。
搬送コンベア７の上方には、固定機枠１４の左右に横架した支軸１５に、搬送コンベア７
の前部から収集物取込口９に至る搬送物押圧部材８を設けて、収集物を搬送コンベア７に
向けて押圧作用させるよう構成している。
固定機枠１４の前部で搬送コンベア７の上方にはトワイン供給装置１６を設け、ベール成
形室６内でロール状のベールが圧縮成形されると、トワイン１９を収集物取込口９から内
部へ供給して、ベール成形室６でロール状に圧縮されたベールにトワイン１９を左右全幅
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にわたって巻き付け梱包するようにしている。
固定機枠１４の後下部には、ベール成形室６から転がり出るベールを、走行装置１２の後
部へ案内する案内板１７を設けている。走行機台１３上には、固定機枠１４と可動機枠１
４ａとの側部に原動機を搭載した原動機枠（図示省略）を設けている。
【０００７】
次に上述のように構成されたロールベーラの作業態様について説明する。原動機によって
走行装置１２、搬送コンベア７、束ねコンベア４及びピックアップ装置５を駆動させると
、ピックアップ装置５がワラ草や牧草などの収集物を拾い上げ、搬送コンベア７に移載す
る。搬送コンベア７に移載された収集物は、搬送物押圧部材８によって押圧されながら収
集物取込口９からベール成形室６内に供給される。ベール成形室６に供給された収集物は
、搬送コンベア４の後方部分及び束ねコンベア４によってロール状態に束ねられた後、ト
ワイン供給装置１６から引き出されたトワイン１９が収集物取込口９からベール成形室６
内へ供給され、ベール外周に巻きつけられて結束される。結束が終了すれば、可動機枠１
４ａを上方へ回動してベール成形室６を開放し、ベールを機外へ転がり出させる。
【０００８】
このようなロールベーラでは、収集物を多量に取り込む場合に備えて、ベール成形室６の
入口である収集物取込口９を、ある程度広げておく必要があるが、ベール成形室６を形成
して、収集物を回転させながらロール状のベールを成形する束ねコンベア４の両端には、
コンベアの折り返し部分があり、特に、収集物取込口９の上方に位置する束ねコンベア４
前端折り返し部２においては、収集物取込口９からわき出した収集物が該折り返し部２で
巻き上げられて、上方空間部Ａに停滞してしまうことがある。この部分の収集物停滞は、
ベールを成形することに対しての影響は少ないが、トワイン１９供給時には支障となる。
【０００９】
束ねコンベア４前端の折返部２の上方空間部Ａには、ひもケース１を備え、図２に示すよ
うにひもケース１は、機体上面３から大部分を内方へ収納した形状で左右方向に横架させ
て設け、ひもケース１内にはベールを梱包するためのトワイン１９が納められている。ひ
もケース１の上側には、機体上面３に蝶板２１で回動自在に取付けられた蓋２０を設ける
。
ひもケース１の前側の機体上面３付近には、支点軸１８を設け、ひもケース１は、支点軸
１８を支点として上方へ回動し、ひもケース１の後端が蓋２０を持ち上げるよう構成され
ている。蓋２０は、トワイン１９の補充や交換時に開放可能とし、ひもケース１の下側へ
収集物が停滞した時、その押圧力でひもケース１が上方へ蓋２０と共に開放して、収集物
の停滞を早目に作業者へ知らせることができる。なお、前記蓋２０は、ひもケース１へ回
動自在に設けても良く、また、機体上面３に固定し、機体上面３自体が一体的に回動する
よう構成しても良い。すなわち、ひもケース１が停滞した収集物の押圧力で上方へ回動す
ると共に、持ち上げられて移動するカバーであれば良い。
図３は、ひもケース１の取外しについて記載したもので、支点軸１８は、ひもケース１の
コの字形状をした回動部材２２に嵌め込まれており蓋２０を開放させた後、ひもケース１
を支点軸１８を支点に矢印Ｂ方向へ回動させると、ひもケース１全体が取外し可能になる
構成である。
【００１０】
以上の構成により束ねコンベア４の前端折返部２の上方空間部Ａへ収集物が停滞した時、
その押圧力でひもケース１が押し上げられて、収集物の停滞を作業者へ知らせることがで
きると共に、停滞場所が開放されるため、収集物を取除くことが簡単に行える。なお、ひ
もケース１の回動の支点軸１８については、前記ひもケース１の前端ではなく後端でも同
様の効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明実施例の全体側断面図。
【図２】本発明の実施例を示す部分拡大側断面図。
【図３】本発明の実施例を示す部分拡大側断面図。
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【符号の説明】
１　　ひもケース
２　　折り返し部
３　　機体上面
４　　束ねコンベア
５　　ピックアップ装置
６　　ベール成形室
７　　搬送コンベア
８　　搬送物押圧部材
９　　収集物取込口
１９　　トワイン
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【 図 ３ 】
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